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 [授業の概要・目的]
本講義では東アジア世界における朱子学と陽明学の歴史的展開を概観する。朱子学は単なる倫理思
想ではなく、一身の修養論から、万人の統治論、宇宙論にまで説き至る、中国思想史上、空前絶後
の思想体系であった。その思想の影響力は、中国にとどまらず、前近代の朝鮮や日本においても絶
大であった。朱子学が体制擁護の思想として定着すると、改革の思想として機能したのが、陽明学
であった。日本では朱子学と陽明学が、朝鮮では朱子学のみが、受容され、独自の発展を遂げた。
本講義では、そうした朱子学・陽明学の形成と発展とを、アジアでの受容も視野に入れながら、紹
介していきたい。
なお、本講義での学生に対する到達目標は高い。意欲的な学生の受講は大いに歓迎するが、単位目
的のみの履修は推奨できない。

 [到達目標]
朱子学・陽明学に関する基本的知識を身につける。 
また、それらの思想の背景について、国際関係も含めて理解を深める。

 [授業計画と内容]
以下の予定にしたがって授業を進める予定である。 （講義の進捗に伴って、適宜変更する）

第一回 	この講義の目的 
第二回 	唐宋変革論について 	
第三回 	儒教概説	
第四回 	北宋初期の思想運動と北宋五子 	
第五回 	朱子の集大成 	
第六回 	朱子と「大学」 	
第七回 	朱子と「論語」 	
第八回 	朱子と「孟子」 	
第九回 	朱子の統治論 	
第十回 	朝鮮における朱子学の展開 	
第十一回 	日本における山崎闇斎門下の朱子学 
第十二回 	朱子学を通じた日・中・朝の交流 
第十三回 	陽明学の成立 	
第十四回 	陽明学の展開 	
第十五回 	フィードバック

 [履修要件]
特になし
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 [成績評価の方法・観点]
出席と参加の状況（40％）とレポート（60％）

 [教科書]
特定の教科書は使用せず、レジュメを配布する。
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
授業中に参考になる文献や復習・予習のポイントを紹介する。

 [その他（オフィスアワー等）]
 


